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        図 15 県内の自動車保有台数の推移 

 

【参  考】県内の温室効果ガス総排出量の変動要因 

ア エネルギー使用量の変化 

  県内のエネルギー使用量は、前年比で都市ガスを除き減少している。 
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※ 電力 ： 58,974,102 千 kWh 58,666,737 千 kWh 

 都市ガス ： 137,527,411 千 MJ 140,465,813 千 MJ 

 ガソリン ： 3,686,484 kl 3,614,777 kl 

 重油 ： 1,216,435 kl 1,200,458 kl 

 

図 16 主なエネルギー使用量の変化 
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貨物車 

乗合車 

（万台） 

（年度）

1990 年度 
約 373 万台 

2000 年度 
約 468 万台 

2012 年度 
約 504 万台 

36 万台増加 
（+7.6％） 

95 万台増加 
（+25.5％） 
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